


























得点・下位尺度と FIM との間の相関は、ほとんど相関を認めない結果となった。 
【結論】床効果、因子適合度、内的整合性の改善には、選択肢の再検討、質問項目の修正・
削除・追加を行い、より回復期に沿う内容とすることが今後の課題となったが、開発した
エンパワーメント尺度は回復期を対象としたエンパワーメント尺度の構成概念に一定の妥
当性があることが確認された。エンパワーメント尺度と FIM に関して相関をほとんど認め
なかったことは、FIM とは異なる視点で対象者の能力を評価していることが考えられる。
尺度として妥当性・信頼性が改善された上で、退院後の生活状況との関連性の評価、入院
期間での経時的変化の識別力の確認が今後必要となる。 
